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同
和
問
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
は
、
同
和
問
題
の
み
な
ら
ず
、

全
て
の
国
民
に
共
通
す
る
人
権
課
題

を
解
決
し
て
い
く
活
動
で
す
。
国
東

市
に
お
い
て
も
「
国
東
市
あ
ら
ゆ
る

差
別
を
な
く
し
人
権
を
擁
護
す
る
条

例
」
を
定
め
、
部
落
差
別
を
は
じ
め

あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
各
種
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
お
い
て
人
権
を
保
障
す
る
活
動
の

成
果
と
、
現
在
の
主
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　　

一
つ
目
は
、「
義
務
教
育
教
科
書
の

無
償
化
」
で
す
。
以
前
は
小
中
学
校

の
教
科
書
は
新
学
期
を
迎
え
る
前
に

各
家
庭
で
購
入
す
る
な
ど
し
て
用
意

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
経
済

状
況
が
厳
し
く
教
科
書
が
買
え
な
い

家
庭
の
子
ど
も
の
「
教
育
を
受
け
る

権
利
」
を
保
障
す
る
た
め
に
、
昭
和

36
年
に
高
知
市
の
同
和
地
区
の
お
母

さ
ん
た
ち
が
教
育
委
員
会
・
文
部
省

に
働
き
か
け
た
こ
と
を
契
機
に
、
昭

和
39
年
か
ら
昭
和
44
年
に
か
け
て
全

国
の
子
ど
も
た
ち
の
教
科
書
無
償
化

が
順
次
実
現
し
、
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　　

二
つ
目
は
、「
就
職
差
別
の
防
止
」

で
す
。
差
別
意
識
は
、
就
職
の
際
に

同
和
地
区
出
身
者
に
対
す
る
採
用
差

別
と
し
て
現
れ
ま
す
。
昭
和
50
年
に

は
「
部
落
地
名
総
監
（注1）

」
の
発
覚
に

よ
り
、
大
企
業
を
含
む
多
数
の
企
業

が
差
別
的
な
採
用
を
し
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
差
別
採

用
を
防
止
す
る
た
め
「
部
落
差
別
に

つ
な
が
る
身
元
調
査
お
断
り
」
運
動

や
、「
全
国
高
等
学
校
統
一
応
募
用
紙

（注2）

」
の
普
及
に
取
り
組
み
、
こ
の
用

紙
が
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
事
業
所
に
「
公
正
採

用
選
考
人
権
啓
発
推
進
員
」
の
設
置

や
、
個
人
の
権
利
利
益
を
侵
害
し
差

別
に
つ
な
が
る
調
査
を
規
制
し
た

「
探
偵
業
法
」
の
施
行
な
ど
、
本
人

の
適
性
や
能
力
に
基
づ
く
公
正
な
採

用
選
考
を
保
障
す
る
取
り
組
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　　

三
つ
目
は
、「
個
人
情
報
の
不
正
取

同
和
問
題
の
解
決
の
た
め
の

取
り
組
み
の
成
果
は
、
皆
さ
ん
の
普
段
の

生
活
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す

得
の
禁
止
」
で
す
。
差
別
意
識
は
、

結
婚
に
際
し
て
の
身
元
調
査
に
つ
な

が
り
ま
す
。
平
成
22
年
の
国
東
市
人

権
意
識
調
査
で
は
、「
同
和
地
区
の
人

に
対
す
る
差
別
意
識
が
現
れ
る
の
は

ど
ん
な
と
き
だ
と
思
い
ま
す
か
」
の

質
問
（
複
数
回
答
）
に
、
89
・
３
％

の
方
が
「
結
婚
の
と
き
」
と
答
え
て

い
ま
す
。

　

昭
和
40
年
代
ま
で
は
戸
籍
は
自
由

に
閲
覧
・
取
得
で
き
ま
し
た
が
、
昭

和
51
年
に
は
、
結
婚
や
就
職
に
際
し

て
の
身
元
調
査
な
ど
に
戸
籍
の
不
正

利
用
を
さ
せ
な
い
こ
と
を
目
的
に
、

戸
籍
の
閲
覧
が
で
き
な
く
な
る
な
ど

の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
17
年
か
ら
平
成
19

年
に
か
け
て
は
、
複
数
の
行
政
書
士

等
が
制
度
を
悪
用
し
て
戸
籍
謄
本
な

ど
を
不
正
に
取
得
し
、
興
信
所
や
調

査
会
社
に
販
売
し
て
い
た
こ
と
が
発

覚
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
20
年
５
月
か

ら
、
取
得
事
由
や
窓
口
に
来
た
方
の

本
人
確
認
の
方
法
の
一
層
の
厳
格

化
、
ま
た
偽
り
そ
の
他
不
正
な
手
段

に
よ
っ
て
戸
籍
証
明
書
の
交
付
を
受

け
た
者
は
刑
罰
（
30
万
円
以
下
の
罰

金
）
が
科
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　　

こ
の
よ
う
に
、部
落
差
別
を
な
く

す
取
り
組
み
が
、差
別
の
な
い
社
会

の
実
現
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
す

る
た
め
の
取
り
組
み
を
前
進
さ
せ
て

い
ま
す
。

（
注
１
）
部
落
の
地
名
・
所
在
地
・
戸
数
・
主

な
職
業
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
書
籍

（
注
２
）
就
職
差
別
を
な
く
す
た
め
に
、
新
規

高
卒
者
が
学
校
経
由
で
求
人
事
業
所

に
提
出
す
る
よ
う
定
め
ら
れ
た
履
歴

書
・
調
査
書
な
ど
の
一
括
書
類
。
平

成
８
年
に
は
本
籍
欄
・
家
族
欄
な
ど

が
削
除
さ
れ
た
。


